
2023 年 11 月 12 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕前第 7 主日／西分区交換講壇          No. 46 
 

主日礼拝   

 

前奏 「主よ あわれみ給え」 

            （E.フェランテ） 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「被造物がすべて今日まで、共にうめき、共に産みの

苦しみを味わっていることを、わたしたちは知ってい

ます。被造物だけでなく、“霊”の初穂をいただいて

いるわたしたちも、神の子とされること、つまり、体

の贖われることを、心の中でうめきながら待ち望んで

います。 わたしたちは、このような希望によって救

われているのです。見えるものに対する希望は希望で

はありません。現に見ているものをだれがなお望むで

しょうか。 わたしたちは、目に見えないものを望ん

でいるなら、忍耐して待ち望むのです。」  

（ローマの信徒への手紙 8：22～25） 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 

 

 

交読詩編 22：23～32 
 

司式者：わたしは兄弟たちに御名を語り伝え 

みんな：集会の中であなたを賛美します。 

司式者：主を畏れる人々よ、主を賛美せよ。 

みんな：ヤコブの子孫は皆、主に栄光を帰せよ。 

一緒に：イスラエルの子孫は皆、主を恐れよ。 

司式者：主は貧しい人の苦しみを 

決して侮らず、さげすまれません。 

みんな：御顔を隠すことなく 

助けを求める叫びを聞いてくださいます。 

司式者：それゆえ、わたしは大いなる集会で 

あなたに賛美をささげ 

みんな：神を畏れる人々の前で 

満願の献げ物をささげます。 

司式者：貧しい人は食べて満ち足り 

主を尋ね求める人は主を賛美します。 

みんな：いつまでも健やかな命が与えられますように。 

司式者：地の果てまで 

すべての人が主を認め、御もとに立ち帰り 

みんな：国々の民が御前にひれ伏しますように。 

司式者：王権は主にあり、 

みんな：主は国々を治められます。 

司式者：命に溢れてこの地に住む者はことごとく 

主にひれ伏し 

みんな：塵に下った者もすべて御前に身を屈めます。 

司式者：わたしの魂は必ず命を得 

みんな：子孫は神に仕え 

司式者：主のことを来るべき代に語り伝え 

みんな：成し遂げてくださった恵みの御業を 

民の末に告げ知らせるでしょう。 

 

祈祷 

 

献金 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書 ルカによる福音書 17：20～24 
                    新約(新共同訳)P143 

 

  20 ファリサイ派の人々が、神の国はいつ来る

のかと尋ねたので、イエスは答えて言われた。

「神の国は、見える形では来ない。21『ここに

ある』『あそこにある』と言えるものでもな

い。実に、神の国はあなたがたの間にあるの

だ。」22 それから、イエスは弟子たちに言われ

た。「あなたがたが、人の子の日を一日だけで

も見たいと望む時が来る。しかし、見ることは



できないだろう。23『見よ、あそこだ』『見

よ、ここだ』と人々は言うだろうが、出て行っ

てはならない。また、その人々の後を追いかけ

てもいけない。24 稲妻がひらめいて、大空の端

から端へと輝くように、人の子もその日に現れ

るからである。 

 

賛美 494「ガリラヤの風」 
 

 
 

 
 

説教 「神の国はどこに」 

 

賛美 364「いのちと愛に満つ」 

  

 
 

 

 
 

派遣 
 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

            わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

  
 

 

 

後奏 「ホサナ」（E.フェランテ） 

 

司 式 岡田 知恵子 

説 教  山根 眞三牧師 

奏 楽 大代 恵 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 
  

 


